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(57)【要約】
【課題】商品がユーザの元に到着した可能性が高い場合
に商品情報を在庫情報に登録することができる技術を提
供する。
【解決手段】冷蔵庫システムは、サーバと、前記サーバ
とネットワークを介して通信可能な端末装置を有してい
る冷蔵庫と、を備えている。前記サーバは、前記端末装
置から発注された商品を特定する商品情報を含む発注情
報を記憶している。前記端末装置は、商品の在庫を特定
する在庫情報を記憶している記憶部と、前記サーバに記
憶されている発注情報を前記ネットワークを介して取得
する情報取得部と、前記情報取得部が取得した発注情報
に含まれる商品情報によって特定される商品が到着した
ことを確認するユーザ操作を受け付けるための操作部と
、前記ユーザ操作を前記操作部が受け付けた場合に、前
記情報取得部が取得した発注情報に含まれる商品情報を
前記記憶部に記憶されている在庫情報に登録する制御部
と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバと、
　前記サーバとネットワークを介して通信可能な端末装置を有している冷蔵庫と、を備え
ている冷蔵庫システムであって、
　前記サーバは、前記端末装置から発注された商品を特定する商品情報を含む発注情報を
記憶しており、
　前記端末装置は、
　　商品の在庫を特定する在庫情報を記憶している記憶部と、
　　前記サーバに記憶されている発注情報を前記ネットワークを介して取得する情報取得
部と、
　　前記情報取得部が取得した発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到
着したことを確認するユーザ操作を受け付けるための操作部と、
　　前記ユーザ操作を前記操作部が受け付けた場合に、前記情報取得部が取得した発注情
報に含まれる商品情報を前記記憶部に記憶されている在庫情報に登録する制御部と、を備
えている冷蔵庫システム。
【請求項２】
　前記記憶部に記憶されている在庫情報には、商品の保管場所を特定する保管場所情報が
含まれており、
　前記情報取得部が取得する発注情報には、発注情報に含まれる商品情報によって特定さ
れる商品の保管方法を特定する保管方法情報が含まれており、
　前記制御部は、商品情報を在庫情報に登録する際に、発注情報に含まれる保管方法情報
に基づいて、在庫情報に含まれる保管場所情報と商品情報とを対応させて登録する、請求
項１に記載の冷蔵庫システム。
【請求項３】
　前記操作部は、商品の保管場所を特定する保管場所情報を選択するユーザ操作を受け付
け可能であり、
　前記制御部は、商品情報を在庫情報に登録する際に、前記操作部で選択された保管場所
情報と商品情報とを対応させて登録する、請求項１に記載の冷蔵庫システム。
【請求項４】
　前記制御部は、商品情報を在庫情報に登録する際に保管場所情報と商品情報とを対応さ
せて登録した場合は、次回に保管場所情報と商品情報とを対応させて登録する際に、前回
に対応させた保管場所情報と同じ保管場所情報と商品情報とを対応させて商品情報を在庫
情報に登録する、請求項２または３に記載の冷蔵庫システム。
【請求項５】
　前記端末装置は、発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したと判
断される場合に商品が到着したことを確認する報知情報を報知する報知部を備えている、
請求項１から４のいずれか一項に記載の冷蔵庫システム。
【請求項６】
　前記冷蔵庫は、前記冷蔵庫の周囲の所定範囲内に人が存在することを検知する第１検知
装置を備えており、
　前記報知部は、発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したと判断
される場合であって、前記冷蔵庫の周囲の所定範囲内に人が存在することを前記第１検知
装置が検知した場合に、商品が到着したことを確認する報知情報を報知する、請求項５に
記載の冷蔵庫システム。
【請求項７】
　前記情報取得部は、発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着する予
定である時刻を特定する到着予定時刻情報を前記ネットワークを介して取得可能であり、
　前記情報取得部が取得した到着予定時刻情報によって特定される時刻が到来した場合に
、発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したと判断される、請求項
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５または６に記載の冷蔵庫システム。
【請求項８】
　前記情報取得部は、到着予定時刻情報が変更されたか否かを確認するために前記ネット
ワークに随時アクセスする、請求項７に記載の冷蔵庫システム。
【請求項９】
　前記報知部は、到着予定時刻情報が変更された場合に、変更後の到着予定時刻情報によ
って特定される時刻を報知する、請求項７または８に記載の冷蔵庫システム。
【請求項１０】
　前記冷蔵庫が設置されている家の玄関のドアが開けられたことを検知する第２検知装置
を更に備えており、
　前記冷蔵庫が設置されている家の玄関のドアが開けられたことを前記第２検知装置が検
知した場合に、発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したと判断さ
れる、請求項５または６に記載の冷蔵庫システム。
【請求項１１】
　前記冷蔵庫が設置されている家の玄関の外に設置されているボックスと、
　前記ボックス内に商品が存在することを検知する第３検知装置と、を更に備えており、
　前記ボックス内に商品が存在することを前記第３検知装置が検知した場合に、発注情報
に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したと判断される、請求項５または６
に記載の冷蔵庫システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示する技術は、冷蔵庫システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には冷蔵庫システムが開示されている。特許文献１の冷蔵庫システムは、商
品販売システムと、商品販売システムとネットワークを介して通信可能な端末装置とを備
えている。また、特許文献１の冷蔵庫システムは、端末装置と通信可能な冷蔵庫を備えて
いる。特許文献１の端末装置は、注文明細をデータ変換して商品情報に加工して冷蔵庫に
送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－０８５０４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の冷蔵庫システムでは、端末装置からユーザが発注した商品がユーザの元に
未だ到着していないにもかかわらず、その商品情報が収納品情報として登録されてしまう
ことがある。そこで本明細書は、商品がユーザの元に到着した可能性が高い場合に商品情
報を在庫情報に登録することができる技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書に開示する冷蔵庫システムは、サーバと、前記サーバとネットワークを介して
通信可能な端末装置を有している冷蔵庫と、を備えている。前記サーバは、前記端末装置
から発注された商品を特定する商品情報を含む発注情報を記憶している。前記端末装置は
、商品の在庫を特定する在庫情報を記憶している記憶部と、前記サーバに記憶されている
発注情報を前記ネットワークを介して取得する情報取得部と、前記情報取得部が取得した
発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したことを確認するユーザ操
作を受け付けるための操作部と、前記ユーザ操作を前記操作部が受け付けた場合に、前記
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情報取得部が取得した発注情報に含まれる商品情報を前記記憶部に記憶されている在庫情
報に登録する制御部と、を備えている。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】第１実施例に係る冷蔵庫システムの構成を示すブロック図である。
【図２】第１実施例に係る冷蔵庫が設置されている家の間取り図である。
【図３】在庫情報の一例を示す図である。
【図４】第１実施例に係る冷蔵庫の正面図である。
【図５】保管対応情報の一例を示す図である。
【図６】発注情報の一例を示す図である。
【図７】第１実施例に係る在庫登録処理のフローチャートである。
【図８】報知情報の一例を示す図である。
【図９】第２実施例に係る在庫登録処理のフローチャートである。
【図１０】保管場所情報を選択するための画面の一例を示す図である。
【図１１】第４実施例に係る冷蔵庫システムの構成を示すブロック図である。
【図１２】第４実施例に係る冷蔵庫が設置されている家の間取り図である。
【図１３】第４実施例に係る在庫登録処理のフローチャートである。
【図１４】第５実施例に係る冷蔵庫システムの構成を示すブロック図である。
【図１５】第５実施例に係る冷蔵庫が設置されている家の間取り図である。
【図１６】第５実施例に係る在庫登録処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
（第１実施例）
　実施例に係る冷蔵庫システムについて図面を参照して説明する。図１に示すように、実
施例に係る冷蔵庫システム１は、サーバ１０と、複数の冷蔵庫２０（２０ａ、２０ｂ、２
０ｃ）とを備えている。各冷蔵庫２０（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ）は、各冷蔵庫本体４０
（４０ａ、４０ｂ、４０ｃ）と、各端末装置３０（３０ａ、３０ｂ、３０ｃ）とを備えて
いる。冷蔵庫システム１のサーバ１０と、各冷蔵庫２０（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ）の各
端末装置３０（３０ａ、３０ｂ、３０ｃ）とは、ネットワーク５０を介して通信可能に接
続されている。ネットワーク５０は、例えばインターネットやＶＰＮ（Virtual Private 
Network）である。
【０００８】
　以下では、複数の冷蔵庫２０のうちの１個の冷蔵庫２０ａについて説明する。その他の
冷蔵庫２０ｂ、２０ｃについては、代表で説明する１個の冷蔵庫２０ａと同様の構成であ
るので詳細な説明を省略する。同様に、以下では、複数の端末装置３０のうちの１個の端
末装置３０ａについて説明する。その他の端末装置３０ｂ、３０ｃについては、代表で説
明する１個の端末装置３０ａと同様の構成であるので詳細な説明を省略する。また、各冷
蔵庫本体４０（４０ａ、４０ｂ、４０ｃ）についても同様である。
【０００９】
　図２に示すように、冷蔵庫システム１の冷蔵庫２０ａは、冷蔵庫２０ａのユーザの家９
０の中に設置されている。冷蔵庫２０ａのユーザの家９０の中には、例えばキッチン９１
、納戸９２、寝室９３等が存在している。冷蔵庫システム１の冷蔵庫２０ａは、例えばキ
ッチン９１の中に設置されている。冷蔵庫２０ａが設置されている家９０の中には複数の
商品が保管されている。例えば、家９０のキッチン９１の中にポテトチップスが保管され
ており、納戸９２の中にシャンプーとティッシュが保管されている（図３参照）。冷蔵庫
システム１の冷蔵庫２０ａは、例えば冷蔵室、冷凍室、野菜室、製氷室等（図示省略）を
備えている。冷蔵庫２０ａの庫内には複数の商品が保管されている。例えば、冷蔵庫２０
ａの冷蔵室の中に牛乳が保管されており、冷凍室の中にアイスクリームが保管されている
（図３参照）。冷蔵庫２０ａは、庫内に保管されている複数の商品を冷却する。
【００１０】
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　図４に示すように、冷蔵庫システム１の冷蔵庫２０ａは、冷蔵庫本体４０ａと、端末装
置３０ａとを備えている。冷蔵庫本体４０ａの中に複数の商品が保管されている。冷蔵庫
２０ａの端末装置３０ａは、冷蔵庫本体４０ａに着脱可能に取り付けられている。端末装
置３０ａは、例えば冷蔵庫本体４０ａのドアの正面に取り付けられている。端末装置３０
ａは、例えばスマートフォン型やタブレット型の端末である。端末装置３０ａと冷蔵庫本
体４０ａとは、別体に構成されている。端末装置３０ａと冷蔵庫本体４０ａとは、無線通
信可能に構成されている。端末装置３０ａは、冷蔵庫本体４０ａから取り外されて冷蔵庫
２０ａのユーザが携帯することもできる。
【００１１】
　図１に示すように、冷蔵庫本体４０ａは、制御部４１と、人感センサ４４（第１検知装
置の一例）とを備えている。冷蔵庫本体４０ａの制御部４１は、ＣＰＵ４２と、メモリ４
３とを備えている。ＣＰＵ４２は、メモリ４３に記憶されているプログラムに従って様々
な処理を実行する。メモリ４３は、例えばＲＯＭとＲＡＭ（図示省略）を備えている。
【００１２】
　人感センサ４４は、例えば冷蔵庫本体４０ａのドアの正面に取り付けられている。人感
センサ４４は、冷蔵庫２０ａの周囲の所定範囲内に人が存在することを検知することがで
きる。例えば、冷蔵庫本体４０ａのドアから１ｍの範囲内に人が存在することを人感セン
サ４４が検知する。人感センサ４４が人を検知すると、人感センサ４４から冷蔵庫本体４
０ａの制御部４１に検知信号が送信される。また、人感センサ４４から端末装置３０ａの
制御部３１にも検知信号が送信される。
【００１３】
　冷蔵庫２０ａの端末装置３０ａは、制御部３１と、表示部３５と、操作部３６と、報知
部３７と、情報取得部３８とを備えている。端末装置３０ａの制御部３１は、ＣＰＵ３２
と、メモリ３３（記憶部の一例）と、ＲＴＣ３４とを備えている。ＣＰＵ３２は、メモリ
３３に記憶されているプログラムに従って様々な処理を実行する。メモリ３３は、例えば
ＲＯＭとＲＡＭ（図示省略）を備えている。ＲＴＣ３４は、時計としての機能を有してお
り、時刻を計ることができる。
【００１４】
　端末装置３０ａのメモリ３３には、図３に示す在庫情報が記憶されている。在庫情報は
、冷蔵庫２０ａが設置されている家９０の中に保管されている商品の在庫を特定する情報
である。在庫情報では、冷蔵庫２０ａの庫内に保管されている商品の在庫を特定すること
ができる。また、在庫情報では、冷蔵庫２０ａの庫外であって、家９０の中に保管されて
いる商品の在庫を特定することができる。例えば、図３に示す在庫情報では、冷蔵庫２０
ａの冷蔵室の中に１個の牛乳が保管されており、冷凍室の中に１個のアイスクリームが保
管されていることを特定できる。また、図３に示す在庫情報では、家９０のキッチン９１
の中に１個のポテトチップスが保管されており、納戸９２の中に１個のシャンプーと１個
のティッシュが保管されていることを特定できる。
【００１５】
　メモリ３３に記憶されている在庫情報には、保管場所情報と商品情報とが含まれている
。保管場所情報は、商品の保管場所を特定する情報である。図３に示す例では、冷蔵庫２
０ａ（冷蔵室、冷凍室）、キッチン９１、納戸９２のそれぞれが保管場所情報に相当する
。また、商品情報は、商品を特定する情報である。図３に示す例では、牛乳、アイスクリ
ーム、ポテトチップス、シャンプー、ティッシュのそれぞれが商品情報に相当する。また
、商品情報には、商品の個数を特定する個数情報が含まれている。保管場所情報と商品情
報とが対応付けられてメモリ３３に記憶されている。
【００１６】
　また、端末装置３０ａのメモリ３３には、図５に示す保管対応情報が記憶されている。
保管対応情報には、保管方法情報と保管場所情報とが含まれている。保管対応情報は、商
品の保管方法と保管場所との対応関係を示す情報である。保管方法情報は、商品の保管方
法を特定する情報である。保管場所情報は、商品の保管場所を特定する情報である。図５
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に示す保管対応情報では、例えば、商品の保管方法が１０℃以下である場合は、その商品
の保管場所が冷蔵庫２０ａの冷蔵室であるとして、保管方法情報と保管場所情報とが対応
付けられている。また、例えば、商品の保管方法が－１５℃以下である場合は、その商品
の保管場所が冷蔵庫２０ａの冷凍室であるとして、保管方法情報と保管場所情報とが対応
付けられている。図５に示す例では、１０℃以下、－１５℃以下、常温１、常温２のそれ
ぞれが保管方法情報に相当する。また、冷蔵庫２０ａ（冷蔵室）、冷蔵庫２０ａ（冷凍室
）、キッチン９１、納戸９２のそれぞれが保管場所情報に相当する。
【００１７】
　図１に示す端末装置３０ａの表示部３５は、例えば液晶パネルを備えている。表示部３
５は、冷蔵庫２０ａの各機能や各動作に関する情報を表示する。端末装置３０ａの操作部
３６は、冷蔵庫２０ａの各機能を実行するための複数のボタンを備えている。操作部３６
は、冷蔵庫２０ａに関するユーザ操作を受け付ける。冷蔵庫２０ａのユーザが操作部３６
のボタンを操作すると、操作されたボタンに従った信号が操作部３６から制御部３１に送
信される。端末装置３０ａの表示部３５と操作部３６とは、タッチパネルとして一体に構
成されていてもよい。
【００１８】
　端末装置３０ａの報知部３７は、例えば液晶パネルを備えている。この報知部３７は、
表示部３５と一体に構成されていてもよい。また、報知部３７と表示部３５と操作部３６
とが、タッチパネルとして一体に構成されていてもよい。端末装置３０ａの報知部３７は
、液晶パネルに表示される画像によって所定の情報を報知する。例えば、冷蔵庫本体４０
ａに保管されている商品に関する情報を報知部３７が報知する。端末装置３０ａの情報取
得部３８は、ネットワーク５０にアクセスしてサーバ１０から所定の情報を取得する。情
報取得部３８は、定期的にネットワーク５０にアクセスする。
【００１９】
　図１に示す冷蔵庫システム１では、冷蔵庫２０ａのユーザが、例えば食品や雑貨等の商
品を端末装置３０ａから発注することができる。例えば、冷蔵庫２０ａのユーザが、牛乳
、アイスクリーム、ポテトチップス等の食品を端末装置３０ａから発注することができる
。また、冷蔵庫２０ａのユーザが、シャンプー、ティッシュ等の雑貨を端末装置３０ａか
ら発注することができる。ユーザが端末装置３０ａの操作部３６を操作することによって
、任意の複数の商品を発注することができる。本実施例では、食品として、１個の牛乳、
１個のアイスクリーム、１個のポテトチップスが端末装置３０ａから発注されたとする。
また、雑貨として、１個のシャンプー、１個のティッシュが端末装置３０ａから発注され
たとする。
【００２０】
　冷蔵庫システム１のサーバ１０は、冷蔵庫２０ａの端末装置３０ａと通信可能に接続さ
れている。サーバ１０は、冷蔵庫２０ａの端末装置３０ａから商品の発注を受け付けるこ
とができる。サーバ１０は、例えばネットスーパーや店舗型スーパーのサーバである。サ
ーバ１０は、ＣＰＵ１１と、メモリ１２とを備えている。ＣＰＵ１１は、メモリ１２に記
憶されているプログラムに従って様々な処理を実行する。メモリ１２は、例えばＲＯＭと
ＲＡＭ（図示省略）を備えている。
【００２１】
　冷蔵庫システム１のサーバ１０は、冷蔵庫２０ａの端末装置３０ａから商品の発注を受
け付けると、発注された商品を特定する商品情報を含む発注情報を生成する。発注情報は
、端末装置３０ａからの発注内容を特定する情報である。例えばサーバ１０は、１個の牛
乳、１個のアイスクリーム、１個のポテトチップス、１個のシャンプー、１個のティッシ
ュの発注を端末装置３０ａから受け付けると、図６に示すように、各商品を特定する各商
品情報を含む発注情報を生成する。サーバ１０は、生成した発注情報をメモリ１２に記憶
する。なお、商品情報は商品を特定する情報であり、商品情報には商品の個数を特定する
個数情報が含まれている。
【００２２】
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　また、発注情報には、保管方法情報が含まれている。保管方法情報は、商品の保管方法
を特定する情報である。図６に示す例では、１０℃以下、－１５℃以下、常温１、常温２
のそれぞれが保管方法情報に相当する。発注情報に含まれる各商品情報と各保管方法情報
とが対応付けられてメモリ１２に記憶される。
【００２３】
　サーバ１０が発注情報を生成した後に、発注情報に含まれる各商品情報によって特定さ
れる各商品（例えば、図６に示す１個の牛乳、１個のアイスクリーム等）が、冷蔵庫２０
ａのユーザ宛に発送される。例えば、サーバ１０の管理者であるネットスーパーが、ネッ
トスーパーの倉庫に保管されている各商品を、冷蔵庫２０ａのユーザ宛に発送する。ユー
ザ宛に発送される各商品は、例えばネットスーパーの提携先の宅配業者によってユーザの
元に宅配される。
【００２４】
　次に、上記の冷蔵庫システム１で実行される在庫登録処理について説明する。在庫登録
処理は、例えば冷蔵庫２０ａの電源がオンになると実行される。図７に示すように、在庫
登録処理のＳ１０では、冷蔵庫２０ａの端末装置３０ａの情報取得部３８が、サーバ１０
のメモリ１２に記憶されている発注情報（図６参照）をサーバ１０から取得する。情報取
得部３８は、ネットワーク５０を介してサーバ１０に定期的にアクセスしている。例えば
、情報取得部３８は、毎日の０：００にサーバ１０にアクセスしている。他の例では、情
報取得部３８が不定期で随時サーバ１０にアクセスしてもよい。
【００２５】
　続くＳ１１では、端末装置３０ａの情報取得部３８が、到着予定時刻情報を取得する。
到着予定時刻情報は、冷蔵庫２０ａのユーザ宛に発送された各商品が冷蔵庫２０ａのユー
ザの元に到着する予定である時刻を特定する情報である。すなわち、到着予定時刻情報は
、宅配業者によって宅配される各商品が冷蔵庫２０ａのユーザの元に到着する予定である
時刻を特定する情報である。情報取得部３８は、ネットワーク５０を介して到着予定時刻
情報を取得することができる。例えば、情報取得部３８は、ネットワーク５０を介して、
ユーザの元に各商品を宅配する宅配業者が管理しているサーバにアクセスし、宅配業者の
サーバから到着予定時刻情報を取得する。到着予定時刻情報によって特定される到着予定
時刻は、例えば２０１７年３月２４日の１６：００等である。
【００２６】
　続くＳ１２では、端末装置３０ａの制御部３１が、Ｓ１１で取得した到着予定時刻情報
によって特定される時刻が到来したか否かを判断する。時刻は制御部３１のＲＴＣ３４に
よって計られている。到着予定時刻情報によって特定される時刻（例えば２０１７年３月
２４日の１６：００）が到来した場合は、Ｓ１２で制御部３１がＹＥＳと判断してＳ１３
に進む。そうでない場合は、Ｓ１２で制御部３１がＮＯと判断して待機する。なお、Ｓ１
２で判断される到着予定時刻は、商品の到着予定時間帯の開始時刻または終了時刻であっ
てもよい。例えば、商品の到着予定時間帯が１６：００～１７：００である場合は、到着
予定時刻が１６：００または１７：００であってもよい。
【００２７】
　Ｓ１２でＹＥＳと判断された後のＳ１３では、端末装置３０ａの制御部３１が、冷蔵庫
２０ａのユーザ宛に発送された各商品が冷蔵庫２０ａのユーザの元に到着したと判断する
。すなわち、制御部３１は、宅配業者によって宅配される各商品が冷蔵庫２０ａのユーザ
の元に到着したと判断する。例えば、図６に示す発注情報に含まれる各商品情報によって
特定される各商品（例えば、１個の牛乳、１個のアイスクリーム等）がユーザの元に到着
したと制御部３１が判断する。上記のＳ１２で到着予定時刻が到来した場合に、Ｓ１３で
冷蔵庫２０ａのユーザの元に各商品が到着したと制御部３１が判断する。
【００２８】
　続くＳ１４では、端末装置３０ａの制御部３１が、冷蔵庫本体４０ａに取り付けられて
いる人感センサ４４が人を検知したか否かを判断する。冷蔵庫２０ａの周囲の所定範囲内
に人が存在することを人感センサ４４が検知した場合は、人感センサ４４から端末装置３
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０ａの制御部３１に検知信号が送信される。例えば、冷蔵庫２０ａのユーザが冷蔵庫本体
４０ａのドアから１ｍの範囲内を通過すると、冷蔵庫本体４０ａに取り付けられている人
感センサ４４がそのユーザを検知する。端末装置３０ａの制御部３１は、人感センサ４４
から検知信号を受信した場合は、Ｓ１４でＹＥＳと判断してＳ１５に進む。そうでない場
合は、Ｓ１４で制御部３１がＮＯと判断して待機する。
【００２９】
　Ｓ１４でＹＥＳと判断された後のＳ１５では、端末装置３０ａの制御部３１が、報知部
３７によって報知情報を報知する。報知情報は、冷蔵庫２０ａが設置されている家９０に
各商品が到着したことを確認する情報である。すなわち、報知情報は、冷蔵庫２０ａのユ
ーザの元に各商品が宅配されたことを確認する情報である。図８に示すように、報知部３
７は、例えば「商品が無事に届きましたか？」等の報知情報を報知する。また、Ｓ１５で
は、図８に示すように、端末装置３０ａの操作部３６に、各商品が到着したことを確認す
るユーザ操作を受け付けるための画面が表示される。
【００３０】
　続くＳ１６では、端末装置３０ａの制御部３１が、各商品が到着したことを確認するユ
ーザ操作が操作部３６によって受け付けられたか否かを判断する。図８に示す画面では、
冷蔵庫２０ａのユーザが操作部３６の「はい」のボタンをタッチすると、各商品が到着し
たことを確認するユーザ操作が操作部３６によって受け付けられる。操作部３６がこのユ
ーザ操作を受け付けると、操作部３６から制御部３１に受け付け信号が送信される。各商
品が到着したことを確認する受け付け信号が制御部３１に送信される。この場合は、Ｓ１
６で制御部３１がＹＥＳと判断してＳ１７に進む。なお、各商品が到着したことを確認す
るユーザ操作は、各商品について実行されてもよいし、全ての商品について一括で実行さ
れてもよい。一方、冷蔵庫２０ａのユーザが操作部３６の「いいえ」のボタンをタッチす
ると、各商品が到着したことを確認するユーザ操作が受け付けられない。この場合は、Ｓ
１６で制御部３１がＮＯと判断してＳ１４に戻る。
【００３１】
　Ｓ１６でＹＥＳと判断された後のＳ１７では、端末装置３０ａの制御部３１が、上記の
Ｓ１０で取得した発注情報に含まれる各商品情報を、メモリ３３に記憶されている在庫情
報に登録する。すなわち、端末装置３０ａの制御部３１が、図６に示す発注情報に含まれ
る各商品情報（例えば、１個の牛乳、１個のアイスクリーム等）を、図３に示す在庫情報
に追加する。そのため、図３に示す在庫情報では、各商品情報における個数情報が増加す
る。例えば、牛乳、アイスクリーム等の個数が１個から２個に増加する。
【００３２】
　端末装置３０ａの制御部３１は、Ｓ１７で各商品情報を在庫情報に登録する際に、各商
品情報に対応する各保管方法情報と、メモリ３３に記憶されている保管対応情報とに基づ
いて、各保管場所情報を特定する。すなわち、端末装置３０ａの制御部３１は、図６に示
す発注情報に含まれる各保管方法情報と、図５に示す保管対応情報とに基づいて、各保管
場所情報を特定する。例えば、図６に示す発注情報では牛乳の保管方法が１０℃以下であ
り、図５に示す保管対応情報では１０℃以下の保管方法に対応する保管場所が冷蔵庫２０
ａの冷蔵室であるので、端末装置３０ａの制御部３１は、牛乳の商品情報に対応する保管
場所情報として冷蔵庫２０ａの冷蔵室を特定する。同様に、端末装置３０ａの制御部３１
は、アイスクリームの商品情報に対応する保管場所情報として冷蔵庫２０ａの冷凍室を特
定する。端末装置３０ａの制御部３１は、ポテトチップス、シャンプー、ティッシュの各
商品情報についても同様に、対応する保管場所情報としてキッチン９１、納戸９２のそれ
ぞれを特定する。
【００３３】
　そして、端末装置３０ａの制御部３１は、特定した各保管場所情報に基づいて、在庫情
報に含まれる各保管場所情報と、各商品情報とを対応させて、各商品情報を在庫情報に登
録する。例えば、端末装置３０ａの制御部３１は、図３に示すように、牛乳の商品情報と
、冷蔵庫２０ａの冷蔵室の保管場所情報とを対応させて、牛乳の商品情報を在庫情報に登
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録する。同様に、端末装置３０ａの制御部３１は、アイスクリームの商品情報と、冷蔵庫
２０ａの冷凍室の保管場所情報とを対応させて、アイスクリームの商品情報を在庫情報に
登録する。ポテトチップス、シャンプー、ティッシュの各商品情報についても同様である
。
【００３４】
　このように端末装置３０ａの制御部３１は、Ｓ１７で各商品情報を在庫情報に登録する
際に、発注情報に含まれる各保管方法情報に基づいて、在庫情報に含まれる各保管場所情
報と各商品情報とを対応させて、各商品情報を在庫情報に登録する。その後、図７に示す
Ｓ１７の処理が終了すると在庫登録処理が終了する。
【００３５】
　以上、第１実施例に係る冷蔵庫システム１について説明した。以上の説明から明らかな
ように、冷蔵庫システム１は、サーバ１０と、サーバ１０とネットワーク５０を介して通
信可能な端末装置３０ａを有している冷蔵庫２０ａと、を備えている。冷蔵庫システム１
のサーバ１０は、端末装置３０ａから発注された商品を特定する商品情報（例えば、牛乳
、アイスクリーム等）を含む発注情報を記憶している（図６参照）。また、冷蔵庫システ
ム１の端末装置３０ａは、商品の在庫を特定する在庫情報（図３参照）を記憶しているメ
モリ３３と、サーバ１０に記憶されている発注情報（図６参照）をネットワーク５０を介
して取得する情報取得部３８と（図７のＳ１０参照）、情報取得部３８が取得した発注情
報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したことを確認するユーザ操作を受
け付けるための操作部３６とを備えている。また、冷蔵庫システム１の端末装置３０ａは
、商品が到着したことを確認するユーザ操作を操作部３６が受け付けた場合に（図７のＳ
１６でＹＥＳ）、情報取得部３８が取得した発注情報に含まれる商品情報をメモリ３３に
記憶されている在庫情報に登録する制御部３１を備えている（図７のＳ１７参照）。
【００３６】
　この構成によれば、冷蔵庫２０ａのユーザの元に商品が到着したことを確認するユーザ
操作を端末装置３０ａの操作部３６が受け付けた場合に、端末装置３０ａの制御部３１が
、発注情報に含まれる商品情報を在庫情報に登録することができる。そのため、端末装置
３０ａから発注された商品が冷蔵庫２０ａのユーザの元に到着した可能性が高い場合に商
品情報を在庫情報に登録することができる。
【００３７】
　また、上記の冷蔵庫システム１では、端末装置３０ａのメモリ３３に記憶されている在
庫情報に、商品の保管場所を特定する保管場所情報が含まれている（図３参照）。また、
情報取得部３８が取得する発注情報には、発注情報に含まれる商品情報によって特定され
る商品の保管方法を特定する保管方法情報が含まれている（図６参照）。端末装置３０ａ
の制御部３１は、商品情報を在庫情報に登録する際に、発注情報に含まれる保管方法情報
に基づいて、在庫情報に含まれる保管場所情報と商品情報とを対応させて登録する。
【００３８】
　この構成によれば、保管方法情報に基づいて保管場所情報と商品情報とを適切に対応さ
せて登録することができる。各商品情報が各保管場所情報に適切に対応付けられて在庫情
報に登録される。また、保管場所情報と商品情報とが保管方法情報に基づいて自動で対応
付けられるので、冷蔵庫２０ａのユーザの手間を低減することができる。
【００３９】
　また、上記の冷蔵庫システム１では、端末装置３０ａが、発注情報に含まれる商品情報
によって特定される商品が到着したと判断される場合に商品が到着したことを確認する報
知情報を報知する報知部３７を備えている（図７のＳ１２でＹＥＳ、Ｓ１３、Ｓ１５、図
８参照）。この構成によれば、端末装置３０ａから発注された商品が冷蔵庫２０ａのユー
ザの元に到着した可能性が高い場合に報知情報を報知することができる。適切なタイミン
グで報知情報を報知することができる。
【００４０】
　また、上記の冷蔵庫システム１では、冷蔵庫２０ａが、冷蔵庫２０ａの周囲の所定範囲
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内に人が存在することを検知する人感センサ４４を備えている。また、端末装置３０ａの
報知部３７は、発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したと判断さ
れる場合であって、冷蔵庫２０ａの周囲の所定範囲内に人が存在することを人感センサ４
４が検知した場合に、商品が到着したことを確認する報知情報を報知する（図７のＳ１２
でＹＥＳ、Ｓ１３、Ｓ１４でＹＥＳ、Ｓ１５、図８参照）。
【００４１】
　この構成によれば、冷蔵庫２０ａのユーザが冷蔵庫２０ａの周囲の所定範囲内にいると
きに報知情報が報知されるので、冷蔵庫２０ａのユーザが冷蔵庫２０ａの庫内をすぐに確
認することができる。冷蔵庫２０ａのユーザの元に到着する商品が冷蔵庫２０ａに保管さ
れる商品である場合に特に利便性が向上する。
【００４２】
　また、上記の冷蔵庫システム１では、端末装置３０ａの情報取得部３８が、発注情報に
含まれる商品情報によって特定される商品が到着する予定である時刻を特定する到着予定
時刻情報をネットワーク５０を介して取得可能である。情報取得部３８が取得した到着予
定時刻情報によって特定される時刻が到来した場合に、発注情報に含まれる商品情報によ
って特定される商品が到着したと判断される（図７のＳ１１、Ｓ１２でＹＥＳ、Ｓ１３参
照）。この構成によれば、到着予定時刻に基づいて商品の到着を判断するので、冷蔵庫２
０ａのユーザの元に商品が到着したことを適切なタイミングで正確に判断することができ
る。
【００４３】
　以上、一実施例について説明したが、具体的な態様は上記の実施例に限定されるもので
はない。以下の説明では、上記の説明における構成と同様の構成については、同一の符号
を付して説明を省略する。
【００４４】
　他の実施例では、端末装置３０ａの情報取得部３８が、図７に示すＳ１１で到着予定時
刻情報を取得した後に、取得した到着予定時刻情報が変更されたか否かを確認するために
ネットワーク５０に随時アクセスしてもよい。例えば、情報取得部３８は、到着予定時刻
情報が変更されたか否かを確認するために、毎日の６：００に宅配業者が管理するサーバ
にネットワーク５０を介してアクセスしてもよい。また、情報取得部３８は、宅配業者が
管理するサーバに不定期で随時アクセスしてもよい。
【００４５】
　また、他の実施例では、端末装置３０ａの報知部３７が、到着予定時刻情報が変更され
た場合に、変更後の到着予定時刻情報によって特定される時刻を報知してもよい。例えば
、情報取得部３８が上記のＳ１１で到着予定時刻情報を取得した後に、ネットワーク５０
に再びアクセスして変更後の到着予定時刻情報を取得した場合は、変更後の到着予定時刻
情報によって特定される時刻を報知部３７が報知する。また、例えば、情報取得部３８が
上記のＳ１１で到着予定時刻情報を取得した後に、冷蔵庫２０ａのユーザが手動で到着予
定時刻情報を変更した場合に、変更後の到着予定時刻情報によって特定される時刻を報知
部３７が報知する。この構成によれば、変更後の到着予定時刻を冷蔵庫２０ａのユーザに
報知することができる。そのため、例えば、宅配業者の都合によって到着予定時刻に遅延
が生じた場合であってもユーザが適切に対応することができる。
【００４６】
　また、上記の第１実施例では、第１検知装置として人感センサ４４を用いていたが、こ
の構成に限定されるものではない。他の実施例では、第１検知装置としてカメラを用いて
もよい。この場合は、例えば、カメラが冷蔵庫２０ａの周囲の所定範囲内を撮像する構成
であってもよい。また、第１検知装置は、冷蔵庫本体４０ａのドアが開かれたことを検知
するドアセンサや、冷蔵庫本体４０ａのドアがタッチされたことを検知するタッチセンサ
等であってもよい。
【００４７】
　また、上記の第１実施例では、図７に示すＳ１４の処理で、端末装置３０ａの制御部３



(11) JP 2020-42365 A 2020.3.19

10

20

30

40

50

１が、人感センサ４４が人を検知したか否かを判断していたが、この構成に限定されるも
のではなく、Ｓ１４の処理を省略することもできる。
【００４８】
（第２実施例）
　上記の第１実施例では、Ｓ１７で端末装置３０ａの制御部３１が商品情報を在庫情報に
登録する際に、発注情報に含まれる保管方法情報に基づいて保管場所情報と商品情報とを
対応させていたが、この構成に限定されるものではない。
【００４９】
　第２実施例では、ユーザ操作によって保管場所情報が選択される。具体的には、第２実
施例では、図９に示すように、Ｓ１６でＹＥＳと判断された後にＳ４０の処理が実行され
る。Ｓ４０では、端末装置３０ａの制御部３１が、保管場所情報を選択するための画面を
操作部３６に表示する。図１０に示すように、端末装置３０ａの操作部３６には、保管場
所情報を選択するユーザ操作を受け付けるための画面が表示される。操作部３６は、保管
場所情報を選択するユーザ操作を受け付け可能である。図１０に示す画面では、例えば冷
蔵庫２０ａのユーザが操作部３６の「冷蔵庫（冷蔵室）」のボタンをタッチすると、冷蔵
庫（冷蔵室）の保管場所情報が選択される。ユーザ操作によって保管場所情報が選択され
る。保管場所情報が選択されると、その情報が操作部３６から制御部３１に送信される。
なお、ユーザ操作による保管場所情報の選択は、各商品情報について実行されてもよいし
、全ての商品情報について一括で実行されてもよい。続くＳ１７では、端末装置３０ａの
制御部３１が、各商品情報を在庫情報に登録する際に、Ｓ４０で選択された各保管場所情
報と各商品情報とを対応させて、各商品情報を在庫情報に登録する。
【００５０】
　以上、第２実施例に係る冷蔵庫システム１について説明した。以上の説明から明らかな
ように、第２実施例に係る冷蔵庫システム１では、端末装置３０ａの操作部３６が、商品
の保管場所を特定する保管場所情報を選択するユーザ操作を受け付け可能である。また、
端末装置３０ａの制御部３１が、商品情報を在庫情報に登録する際に、操作部３６で選択
された保管場所情報と商品情報とを対応させて登録する。この構成によれば、ユーザ操作
に基づいて保管場所情報と商品情報とを適切に対応させて登録することができる。冷蔵庫
２０ａのユーザによる選択に応じて各商品情報が各保管場所情報に適切に対応付けられて
在庫情報に登録される。そのため、冷蔵庫２０ａのユーザにとって使い勝手が向上する。
【００５１】
（第３実施例）
　上記の第１実施例では、Ｓ１７で端末装置３０ａの制御部３１が商品情報を在庫情報に
登録する際に、商品情報に含まれる保管方法情報に基づいて保管場所情報と商品情報とを
対応させていたが、この構成に限定されるものではない。
【００５２】
　第３実施例では、端末装置３０ａの制御部３１は、商品情報を在庫情報に登録する際に
、前回に対応させた保管場所情報と同じ保管場所情報と商品情報とを対応させて登録する
。例えば、端末装置３０ａの制御部３１は、図３に示すように、牛乳の商品情報と、冷蔵
庫２０ａの冷蔵室の保管場所情報とを対応させて登録した場合は、次回も、牛乳の商品情
報と、冷蔵庫２０ａの冷蔵室の保管場所情報とを対応させて登録する。例えば、端末装置
３０ａから異なる日に同じ商品（例えば牛乳）が発注され、異なる日に同じ商品（例えば
牛乳）が冷蔵庫２０ａのユーザの元に到着した場合は、端末装置３０ａの制御部３１は、
後の到着日の保管場所情報を、先の到着日の保管場所情報と同じ保管場所情報とする。端
末装置３０ａの制御部３１は、後の到着日に保管場所情報と商品情報とを対応させて登録
する際に、先の到着日に対応させた保管場所情報と同じ保管場所情報と商品情報とを対応
させて登録する。端末装置３０ａの制御部３１は、複数回にわたって同じ商品情報（例え
ば牛乳）を在庫情報に登録する際に、その商品情報と対応させる保管場所情報を統一する
。
【００５３】
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　以上、第３実施例に係る冷蔵庫システム１について説明した。以上の説明から明らかな
ように、第３実施例に係る冷蔵庫システム１では、端末装置３０ａの制御部３１が、商品
情報を在庫情報に登録する際に保管場所情報と商品情報とを対応させて登録した場合は、
次回に保管場所情報と商品情報とを対応させて登録する際に、前回に対応させた保管場所
情報と同じ保管場所情報と商品情報とを対応させて商品情報を在庫情報に登録する。この
構成によれば、商品情報を在庫情報に登録する際に、前回の登録時と同様に、保管場所情
報と商品情報とを適切に対応させて登録することができる。
【００５４】
（第４実施例）
　図１１及び図１２に示すように、第４実施例に係る冷蔵庫システム１は、ドアセンサ５
４（第２検知装置の一例）を備えている。ドアセンサ５４は、冷蔵庫２０ａが設置されて
いる家９０の玄関９８のドア９９に取り付けられている。ドアセンサ５４は、家９０の玄
関９８のドア９９が開けられたことを検知することができる。ドアセンサ５４は、冷蔵庫
２０ａの端末装置３０ａと通信可能に構成されている。家９０の玄関９８のドア９９が開
けられたことをドアセンサ５４が検知すると、ドアセンサ５４から端末装置３０ａの制御
部３１に検知信号が送信される。
【００５５】
　上記の第１実施例では、図７に示すＳ１２で、端末装置３０ａの制御部３１が、到着予
定時刻が到来したか否かを判断していたが、この構成に限定されるものではない。第４実
施例では、図１３に示すように、上記のＳ１２に代えてＳ２２の処理が実行される。Ｓ２
２では、端末装置３０ａの制御部３１が、家９０の玄関９８のドア９９が開かれたか否か
を判断する。家９０の玄関９８のドア９９が開かれると、ドア９９に取り付けられている
ドアセンサ５４がそれを検知して、検知信号を端末装置３０ａの制御部３１に送信する。
端末装置３０ａの制御部３１は、ドアセンサ５４から検知信号を受信した場合は、Ｓ２２
でＹＥＳと判断してＳ１３に進む。そうでない場合は、Ｓ２２で制御部３１がＮＯと判断
して待機する。Ｓ２２で玄関９８のドア９９が開けられたと判断される場合に、Ｓ１３で
冷蔵庫２０ａのユーザの元に各商品が到着したと制御部３１が判断する。
【００５６】
　以上、第４実施例に係る冷蔵庫システム１について説明した。以上の説明から明らかな
ように、第４実施例に係る冷蔵庫システム１は、冷蔵庫２０ａが設置されている家９０の
玄関９８のドア９９が開けられたことを検知するドアセンサ５４を備えている。冷蔵庫２
０ａが設置されている家９０の玄関９８のドア９９が開けられたことをドアセンサ５４が
検知した場合に、発注情報に含まれる商品情報によって特定される商品が到着したと判断
される（図１３のＳ２２でＹＥＳ、Ｓ１３参照）。この構成によれば、冷蔵庫２０ａのユ
ーザの元に商品が到着したことを適切なタイミングで正確に判断することができる。
【００５７】
（第５実施例）
　図１４及び図１５に示すように、第５実施例に係る冷蔵庫システム１は、宅配ボックス
８９と、ボックスセンサ５５（第３検知装置の一例）とを備えている。宅配ボックス８９
は、冷蔵庫２０ａが設置されている家９０の玄関９８の外に設置されている。宅配ボック
ス８９は、玄関９８のドア９９の近傍に設置されている。この宅配ボックス８９は、商品
を保管することができる。例えば、冷蔵庫２０ａのユーザが不在である場合に、宅配業者
が、冷蔵庫２０ａのユーザの元に宅配した商品を宅配ボックス８９内に入れる。
【００５８】
　ボックスセンサ５５は、例えば宅配ボックス８９の底部に取り付けられている。ボック
スセンサ５５は、宅配ボックス８９内に商品が存在することを検知することができる。例
えば、宅配業者が宅配ボックス８９内に商品を入れると、ボックスセンサ５５が、宅配ボ
ックス８９内に商品が存在することを検知する。ボックスセンサ５５は、冷蔵庫２０ａの
端末装置３０ａと通信可能に構成されている。宅配ボックス８９内に商品が存在すること
をボックスセンサ５５が検知すると、ボックスセンサ５５から端末装置３０ａの制御部３
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【００５９】
　上記の第１実施例では、図７に示すＳ１２で、端末装置３０ａの制御部３１が、到着予
定時刻が到来したか否かを判断していたが、この構成に限定されるものではない。第５実
施例では、図１６に示すように、上記のＳ１２に代えてＳ３２の処理が実行される。Ｓ３
２では、端末装置３０ａの制御部３１が、宅配ボックス８９内に商品が存在するか否かを
判断する。宅配ボックス８９内に商品が存在する場合は、ボックスセンサ５５がそれを検
知して、検知信号を端末装置３０ａの制御部３１に送信する。端末装置３０ａの制御部３
１は、ボックスセンサ５５から検知信号を受信した場合は、Ｓ３２でＹＥＳと判断してＳ
１３に進む。そうでない場合は、Ｓ３２で制御部３１がＮＯと判断して待機する。Ｓ３２
で宅配ボックス８９内に商品が存在すると判断される場合に、Ｓ１３で冷蔵庫２０ａのユ
ーザの元に各商品が到着したと制御部３１が判断する。
【００６０】
　以上、第５実施例に係る冷蔵庫システム１について説明した。以上の説明から明らかな
ように、第５実施例に係る冷蔵庫システム１は、冷蔵庫２０ａが設置されている家９０の
玄関９８の外に設置されている宅配ボックス８９と、宅配ボックス８９内に商品が存在す
ることを検知するボックスセンサ５５とを備えている。宅配ボックス８９内に商品が存在
することをボックスセンサ５５が検知した場合に、発注情報に含まれる商品情報によって
特定される商品が到着したと判断される（図１６のＳ３２でＹＥＳ、Ｓ１３参照）。この
構成によれば、冷蔵庫２０ａのユーザの元に商品が到着したことを適切なタイミングで正
確に判断することができる。
【００６１】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
に変形、変更したものが含まれる。本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であ
るいは各種の組合せによって技術的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組
合せに限定されるものではない。また、本明細書または図面に例示した技術は複数目的を
同時に達成し得るものであり、そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性
を持つものである。
【符号の説明】
【００６２】
１：冷蔵庫システム、１０：サーバ、２０：冷蔵庫、３０：端末装置、３１：制御部、３
５：表示部、３６：操作部、３７：報知部、３８：情報取得部、４０：冷蔵庫本体、４４
：人感センサ、５０：ネットワーク、５４：ドアセンサ、５５：ボックスセンサ、８９：
宅配ボックス
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